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神々が佇む悠久の「かくれ里」

近江を愛した白洲正子の紀行エッセー『近江山河抄』。その中の「沖つ島山」の章は
「近江のなかでどこが一番美しいかと聞かれたら、私は長命寺のあたりと答えれるだろう」
の文から始まります。
大嶋・奥津嶋神社についても
「夕暮の境内は閑散としていたが、辺鄙なところには珍しく立派な社である。」
宮司さんとの会話の中で「昔はこの辺り全体が入江だったので、それはそれはきれいでし
た。小さな島がそこここに浮かんで、今日のような夕方は、うっとりするような景色だった、と
言われるが、田圃を隔てて見る島村の風景は、私の目には充分美しく、昔を知らないこと
は却って仕合せではないかと思う」とあります。

彼女の著書『かくれ里』には「秘境と呼ぶほど人里離れた山奥ではなく、ほんのちょっと街
道筋からそれた所に、今でも『かくれ里』の名にふさわしいような、ひっそりとした真空地帯
があり、そういう所を歩くのが、私は好きなのである」

白洲正子が訪れたのは昭和40年代でしょうか。
今は見られなくなった風景や人との語らいには
私たちが知らない新たな発見があります。
ここでは
何気ない日常を伝えていけたらと思っています。

（今年初めての積雪に見舞われた本社）

2月の行事
祈年祭 2月15日（土曜日）五穀豊穣を祈願するお祭りです。

春の祈年祭では、田の神を山から迎えます。
神饌物は「お神酒」「丸餅」「干しもの」「たまご」「伊予かん」
「なすび」「さきいか」「ちりめんじゃこ」「アスパラ」「だし昆布」
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